人文社会科学研究の倫理審査　申請書作成セルフチェックリスト
全般
	確認事項
	該当
	非該当

	申請者、共同研究者、指導教員の名前や研究とかかわる固有名詞にマーカーを付している
	☐
	――


大学院生による申請の場合
	確認事項
	該当
	非該当

	大学院生の申請は事前に指導教員の内容チェックを受けている
	☐
	☐ 

	大学院生の申請において指導教員が共同研究者でない場合、指導教員名をカッコ書きで付記している
	☐
	☐


１．課題名
	確認事項
	該当
	非該当

	課題名を40字程度で記入している
	☐
	――


２．共同研究者　（共同研究者がいる場合）
	確認事項
	該当
	非該当

	学外者も含め、すべての共同研究者を記載している
	☐
	☐

	学外の共同研究者が所属する研究機関における倫理審査状況を記載している
	☐
	☐


３．研究の種類
	確認事項
	該当
	非該当

	研究の種類について記載している
	☐
	――


４．研究期間（調査期間）
	確認事項
	該当
	非該当

	研究開始日は「委員会承認日」または具体的な日付を記載している
	☐
	――

	研究終了日が次年度の3月31日以前である
	☐
	――


５．研究資金
	確認事項
	該当
	非該当

	研究に用いる資金を記載している
	☐
	☐ 


６．研究結果の公表予定
	確認事項
	該当
	非該当

	研究結果の公表先及び公表予定が記載されている
	☐
	☐

	即時オープンアクセスの対象である競争的資金を使用している研究では、研究論文の根拠データの公表について時期と方法を記載している
	☐
	☐


７．研究の意義・目的
	確認事項
	該当
	非該当

	研究の意義・目的を、先行研究を踏まえて簡潔に記載している
	☐
	――


８．研究内容等の概要
（１）調査・実験の対象者
	確認事項
	該当
	非該当

	対象者の人数（予定）及び属性を記載している
	☐
	――

	対象者の選定方法及び協力を得る方法を記載している
	☐
	――

	謝礼の有無を記載している
	☐
	――

	謝礼支払いがある場合には、その資金源の種類を記載している
	☐
	☐


（２）収集する情報やデータと収集方法・手順
	確認事項
	該当
	非該当

	記録されるデータの内容と記録方法を記載している
	☐
	――

	取得する個人情報の具体的内容を記載している
	☐
	――

	補助者や機器の使用がある場合、その情報を記載している
	☐
	☐

	対象者の参加頻度・密度が適切で、過度な負担がない
	☐
	――

	調査・実験等を実施する場所が適切である
	☐
	――

	調査・実験等を委託する場合、委託先の情報を記載している
	☐
	☐


９．研究における倫理的配慮
（１）研究対象者の個人の人権擁護の方法
	確認事項
	該当
	非該当

	対象者の自律性、自由意志、人格性が尊重される
	☐
	――

	対象者のプライバシーが匿名化等の適切な手段で保護される
	☐
	――

	個人情報を含むデータは匿名化後速やかに破棄すること、破棄できない場合はその理由と保管方法を記載している
	☐
	――

	対象者を匿名にできない場合は、妥当な理由と実名での公表への同意を得ることが記載されている
	☐
	☐

	研究中のデータの保管方法、保管場所、利用者等を記載している
	☐
	――

	データの保管・送付時はパスワード設定や暗号化処理を講じている
	☐
	――

	匿名化したデータは研究成果発表後原則10年間保存と記載している
	☐
	――

	研究終了後、匿名化したデータは施錠可能な大学内のキャビネット等で保管することを記載している
	☐
	――

	研究終了後、匿名化したデータをクラウド保管する場合には、利用するサービスの名称とその信頼性を記載している
	☐
	☐

	謝礼支払いがある場合には、必要な個人情報の収集とその取扱いを記載している
	☐
	☐


（２）研究対象者からインフォームド・コンセントを受ける方法
	確認事項
	該当
	非該当

	説明方法、説明者、同意を得る手順と方法を記載している
	☐
	――

	説明内容は過不足なく、分かりやすい表現でなされている
	☐
	――

	相手の実質的理解と納得が得られる手順である
	☐
	――

	自発的な意思決定を支援する手続が設計されている
	☐
	――

	調査者と対象者の関係において強制性がないよう配慮している
	☐
	――

	対象者に事後の協力辞退の機会と手順を説明し、辞退不可の場合はその理由を明示している
	☐
	☐

	同意書を保管する方法・場所と期間（研究成果発表後原則5年間）を記載している
	☐
	☐

	即時オープンアクセスの対象である競争的資金を使用する研究では、研究論文及び根拠データをインターネット上で公開することを説明している
	☐
	☐


同意を得ることができない研究の場合
	確認事項
	該当
	非該当

	倫理的問題を回避するための実質的な同意が得られている
	☐
	☐

	同意を得ない場合のリスク対応策が準備されている
	☐
	☐


対象者の属性等に応じて該当する場合に記載
	確認事項
	該当
	非該当

	未成年者が対象の場合、保護者の同意手続を設けている
	☐
	☐

	授業関連の生徒・学生対象調査では、成績に無関係であることを明記している
	☐
	☐

	センター・研究所の業務関連調査では、研究目的での二次利用に同意を得る
	☐
	☐

	家族を対象とする場合、回答のプライバシーや構成員間の関係悪化に対する配慮がある
	☐
	☐

	日本語を母語としない者等には、対象者に適した言語配慮がある
	☐
	☐

	同意取得が困難な集団を含む場合、そのことへの配慮がある
	☐
	☐


（３）この研究によって生ずる個人の不利益及び社会的貢献の予測
	確認事項
	該当
	非該当

	研究による不利益・負担・リスクを客観的に推定している
	☐
	――

	リスクを最小限にする工夫がなされている
	☐
	――

	憂慮される事態への対応策が計画されている
	☐
	――

	研究の価値・社会的利益・学術的貢献等が記載されている
	☐
	――

	リスクと利益の比較衡量において妥当性が示されている
	☐
	――


10．添付資料
	確認事項
	該当
	非該当

	研究で使う書類（依頼状、インタビューガイド、質問票、同意書等）を添付している
	☐
	☐

	外国語を用いた資料がある場合、日本語訳を添付している
	☐
	☐

	調査・実験を委託する場合、受託者の倫理適合を示す資料（プライバシーポリシー等）を添付している
	☐
	☐

	添付資料の上部に資料番号を明記している
	☐
	☐

	修正版には修正対応表を添付している
	☐
	☐



以上相違ありません。
令和　　年　　月　　日
所属：
職　：
氏名：
